







Diagonostic imagillg by limited cone beam CT (3DX): 
A case of 3 DX of usefulness in decision on courses of treatment
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　歯内治療において根尖部病変の範囲や周囲の解
剖学的構造物との関係を把握するためには画像診
断は重要であり，とくに歯科用小照射野X線CT
（以下3DX⑧とする）における画像診断が非常に
有用である1，．今回われわれは，上顎左側中切歯
部における治療方針において3DX⑧が有用であっ
た1例を経験したのでその画像と共に報告する．
　患者は39歳の男性．上顎左側中切歯部の審美障
害を主訴に2007年8月4日受診した．受診時，上
顎左側中切歯部歯肉の発赤や腫脹は認めなかっ
た．審美的修復処置を行うにあたって歯の状態を
観察するために口内法エックス線撮影を行った．
口内法エックス線写真（写真1）では，上顎左側
中切歯部は不十分な根管充填処置が施されている
が，根尖部に埋伏過剰歯が重なり充填状態および
根尖部周囲組織の状態が判読困難であったため，
根尖部と埋伏歯の位置的関係を確認するために3
DX⑧を行った．上顎左側中切歯部の根尖部中央
部を観察した3DX⑧（写真2）画像では，上顎左
側中切歯は根管の根尖部に死腔がみられる不十分
写真1：口内法エックス線写真では，上顎左側中切歯部は不十
　　　分な根管充填を認め，左側中切歯においては根尖部に
　　　重複する過剰埋伏歯と思われる不透過像を認める．
（2007年11月1日受付：2007年12月19日受理）
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写真2：3DX亘矢状断面画像および前額断画面において．上顎左側中切歯および右側中切歯ともに不足根管充填で，根管に明
　　　らかな死腔が示され、その根尖部には骨硬化縁を伴う境界明瞭な透過像（矢印a）を認め．過剰埋伏歯は上顎左側中
　　　切歯根尖部の舌側に位置していた．
な根管充填が示され骨硬化縁を伴う境界明瞭な透
過像を認め（写真2矢印a），埋伏歯は上顎左側
中切歯根尖部の舌側に位置していた．さらに上顎
左側中切歯部の舌側部方向への画像観察を行うと
根尖病変は埋伏歯周囲の透過像と連続しているの
が認められた（写真3矢印a）．また，この埋伏
歯の歯冠部の一部が切歯管に及んでいるように存
在しているのが認められた（写真3矢印b）．
　今回の症例では，口内法エックス線写真では観
察されなかった上顎左側中切歯部の根尖病変や埋
伏歯との位置関係も3DX⑪検査により確認でき，
これにより担当医に多くの画像情報を提供するこ
とができた．その結果，根管治療を優先的に行っ
ていき，外科的歯内療法処置の適否や時期また埋
伏歯の抜去などの今後の治療方針が容易に決定で
きた．また患者に画像を提示することによりイン
フォームドコンセントが充分に得られた1例で
あった．
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写真3　舌側方向への観察を行うと根尖病変は埋伏歯周囲の透過像と連続しているのが認められた（矢印a）．水平断面画像で
　　　　は過剰埋伏歯の歯冠部の一部が切歯管に食い込むように存在しているのが認められた矢印b）．
